
































































歴代校長 一覧【閉校した学校（初代～閉校）】 

川東小学校 高田中学校 別院中学校 

初代 小 沢  荘 一 S 38.4 ～ 41.3 初代 北 村  義 男 S 22.5 ～ 24.3 初代 中 島  秀 雄 S 28.4 ～ 30.4 

2 代 九里 福三郎 S 41.4 ～ 46.3 2 代 水 口   茂 S 24.4 ～ 26.3 2 代 稲 原  幸 貢 S 31.5 ～ 33.3 

3 代 中 西  鋼 二 S 46.4 ～ 49.3 3 代 小 崎  敏 一 S 26.4 ～ 30.3 3 代 湊   一 之 S 33.4 ～ 36.3 

4 代 永光    尚 S 49.4 ～ 50.3 4 代 太 田  正 亜 S 30.4 ～ 36.3 4 代 井 内  正 文 S 36.4 ～ 40.3 

5 代 蔭 山  二 郎 S 50.4 ～ 52.3 5 代 中 川  春 治 S 36.4 ～ 40.3 5 代 赤 澤  仲 男 S 40.4 ～ 44.3 

6 代 山 内  政 美 S 52.4 ～ 56.3 6 代 井 内  正 文 S 40.4 ～ 44.3 6 代 中 島  一 夫 S 44.4 ～ 47.3 

7 代 西 田   勇 S 56.4 ～ 58.3 7 代 水 谷  郁 二 S 44.4 ～ 47.3 7 代 蔭 山  二 郎 S 47.4 ～ 50.3 

8 代 河原  敏雄 S 58.4 ～ 61.3 8 代 上 原  弘 一 S 47.4 ～ 50.3 8 代 濱 田  亘 宏 S 50.4 ～ 53.3 

9 代 吉岡  繁行 S 61.4 ～ H 元.3 9 代 小 畠  春 夫 S 50.4 ～ 55.3 9 代 藤 波   高 S 53.4 ～ 56.3 

10 代 谷元  清三 H 元.4 ～ 2.3 10 代 貞 守   昭 S 55.4 ～ 57.3 10 代 前田   譲 S 56.4 ～ 59.3 

11 代 美馬  敏雄 H 2.4 ～ 3.8 11 代 柳 原  健 三 S 57.4 ～ 60.3 11 代 中 村  玲 二 S 59.4 ～ 61.3 

12 代 村 上   勁 H 3.8 ～ 6.3 12 代 石田 喜久雄 S 60.4 ～ 61.3 12 代 八 木  幸 雄 S 61.4 ～ 63.3 

13 代 片 野  雅 司 H 6.4 ～ 9.3 13 代 鈴 木  春 海 S 61.4 ～ H 元.3 13 代 人 見  浩 司 S 63.4 ～ H3.3 

14 代 野々口 哲也 H 9.4 ～ 14.3 14 代 明田 嘉二郎 H 元.4 ～ 2.3 14 代 藤 田   修 H 3.4 ～ 5.3 

15 代 杉 崎  六 男 H 14.4 ～ 17.3 15 代 牧野   修 H 2.4 ～ 5.3 15 代 松 並  忠 弘 H 5.4 ～ 8.3 

16 代 松 村  久 雄 H 17.4 ～ 21.3 16 代 平 岡   豊 H 5.4 ～ 9.3 16 代 中 村   昇 H 8.4 ～ 11.3 

17 代 大西 美惠子 H 21.4 ～ 23.3 17 代 中 桐  秀 胤 H 9.4 ～ 14.3 17 代 俣野 ひろ子 H 11.4 ～ 15.3 

18 代 谷   勇 一 H 23.4 ～ 27.3 18 代 鈴 木   修 H 14.4 ～ 16.3 18 代 川 島  孝 之 H 15.4 ～ 19.3 

19 代 川 勝  哲 也 H 27.4 ～ 29.3 19 代 小 田  憲 夫 H 16.4 ～ 19.3 19 代 中 川   寛 H 19.4 ～ 20.3 

   20 代 長谷川 吉雄 H 19.4 ～ 25.3 20 代 小 畠  恒 夫 H 20.4 ～ 24.3 

   21 代 石 山  秀 和 H 25.4 ～ 27.3 21 代 平 林  弘 之 H 24.4 ～ 25.3 

   22 代 川 勝  哲 也 H 27.4 ～ 29.3 22 代 松 谷  健 司 H 25.4 ～ 28.3 

      23 代 中 村  忠 孝 H 28.4 ～ 30.3 

      24 代 池 邉  勇 作 H 30.4 ～ R 2.3 

      25 代 木 村   茂 R 2.4 ～ 5.2 

      26 代 青 木  恒 文 R 5.2～ 5.3 
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歴代校長 一覧【閉校した学校（初代～閉校）】 

本梅小学校 畑野小学校 青野小学校 

初代 中 川   頼  M 26.4 ～ 31.3 初代 田 中  致 知 M 34.4 ～ 37.3 初代 平 井   有 S 32.4 ～ 39.4 

2 代 吉 野  久 忠      M 31.4 ～ 34.3 2 代 池内 清太郎 M 37.4 ～ 40.3 2 代 笠 井  武 夫 S 39.4 ～ 42.4 

3 代 加 舎   稔      M 34.4 ～ T4.3 3 代 並 河  義 一 M 40.4 ～ T12.3 3 代 井 内   満 S 42.4 ～ 46.3 

4 代 小林 源三郎 T 4.4 ～ 8.3 4 代 滝上 宇太郎 T 12.4 ～ S3.3 4 代 福 岡  季 夫 S 46.4 ～ 48.4 

5 代 八 木  直 一      T 8.4 ～ 10.3 5 代 廣 瀬  良 吉 S 3.4 ～ 6.3 5 代 進 士  三 郎 S 48.4 ～ 51.4 

6 代 大石 要之助 T 10.4 ～ 15.3 6 代 江見 折之助 S 6.4 ～ 10.3 6 代 中 川  誠 一 S 51.4 ～ 52.3 

7 代 竹 岡  彦 市      T 15.4 ～ S4.1 7 代 山 本  安 文 S 10.4 ～ 13.3 7 代 木 村   實 S 52.4 ～ 56.3 

8 代 平井 松之助 S 4.2 ～ 6.3 8 代 猪坂 吉次郎 S 13.4 ～ 15.3 8 代 福 知   董 S 56.4 ～ 58.3 

9 代 井木 治郎兵 S 6.4 ～ 13.3 9 代 宮 竹   敏 S 15.4 ～ 17.3 9 代 廣 富  靖 海 S 58.4 ～ 60.4 

10 代 岡 村  彦 三      S 13.4 ～ 14.3 10 代 斉 田  義 雄 S 17.4 ～ 21.3 10 代 野 村  佳 巳 S 60.4 ～ 61.3 

11 代 横 川  弘 男      S 14.3 ～ 20.10 11 代 片 山  久 雄 S 21.4 ～ 22.4 11 代 山 内   勉 S 61.4 ～ H 元.3 

12 代 王 子  貞 一      S20.10～ 24.3 12 代 今 西  喜 市 S 22.4 ～ 24.3 12 代 中 川  伸 子 H 元.3 ～ 3.3 

13 代 河 崎  市 郎      S 24.3 ～ 26.4 13 代 平 井   有 S 24.4 ～ 26.3 13 代 石 川   久 H 3.4 ～ 5.3 

14 代 岡  日 出 生      S 26.4 ～ 29.12 14 代 人 見  俊 造 S 26.4 ～ 28.3 14 代 上 島   緑 H 5.4 ～ 8.3 

15 代 小 沢  荘 一      S 29.12～ 34.3 15 代 稲 荷  廣 次 S 28.4 ～ 31.3 15 代 稲 本  高 士 H 8.4 ～ 11.3 

16 代 上田 雄佐武 S 34.4 ～ 38.3 16 代 河原林 浩平 S 31.4 ～ 36.3 16 代 鈴 木   修 H 11.4 ～ 14.3 

17 代 塩 田  定 夫      S 38.4 ～ 40.4 17 代 外田 粂四郎 S 36.4 ～ 38.3 17 代 関   吉 廣 H 14.4 ～ 16.3 

18 代 今 西   克      S 40.4 ～ 43.3 18 代 中 西  鋼 二 S 38.4 ～ 42.3 18 代 美馬 喜代子 H 16.4 ～ 19.3 

19 代 並 河  博 彌      S 43.4 ～ 45.3 19 代 長 澤  龍 一 S 42.4 ～ 45.3 19 代 井 尻  誠 治 H 19.4 ～ 22.3 

20 代 竹 岡  隼 太      S 45.4 ～ 50.3 20 代 永 光   尚 S 45.4 ～ 49.3 20 代 亀 谷  陽 三 H 22.4 ～ 23.3 

21 代 村上 常一郎 S 50.4 ～ 52.4 21 代 木 村   實 S 49.4 ～ 52.3 21 代 川 島  孝 之 H 23.4 ～ 25.3 

22 代 真 里 谷  勇      S 52.4 ～ 54.4 22 代 竹 内   昭 S 52.4 ～ 54.3 22 代 近 藤   篤 H 25.4 ～ 27.3 

23 代 竹 内   昭      S 54.4 ～ 57.3 23 代 西 田   勇 S 54.4 ～ 56.3 23 代 上 田  香 苗 H 27.4 ～ 29.3 

24 代 赤 松  純 明 S 57.4 ～ 59.3 24 代 法貴 陽右司 S 56.4 ～ 59.3 24 代 前 田  優 子 H 29.4 ～ R 2.3 

25 代 稲 荷  眞 一 S 59.4 ～ 62.3 25 代 浅 田   實 S 59.4 ～ 60.3 25 代 和 田  純 一 R 2.4 ～ 4.3 

26 代 八 木  信 義      S 62.4 ～ 63.3 26 代 斉 藤   浩 S 60.4 ～ H 元.3 26 代 松 村  正 美 R 4.4 ～ 6.3 

27 代 山 口   保      S 63.4 ～ H3.3 27 代 川 向  幹 夫 H 元.4 ～ 5.3    

28 代 日下部 九州男 H 3.4 ～ 4.3 28 代 石 川   久 H 5.4 ～ 8.3    

29 代 小 森  久 司      H 4.4 ～ 7.3 29 代 垣 木  良 二 H 8.4 ～ 11.3    

30 代 宇野 紀美子 H 7.4 ～ 11.3 30 代 辻   彰 子 H 11.4 ～ 16.3    

31 代 水 嶋  正 治 H 11.4 ～ 13.3 31 代 塩 見  正 子 H 16.4 ～ 17.3    

32 代 岡 本  召 三 H 13.4 ～ 14.3 32 代 野 々 村  厚 H 17.4 ～ 19.3    

33 代 垣 木  良 二 H 14.4 ～ 18.3 33 代 山 田  廣 道 H 19.4 ～ 22.3    

34 代 加 藤  博 康 H 18.4 ～ 19.3 34 代 大 西  利 和 H 22.4 ～ 24.3    

35 代 美馬 喜代子 H 19.4 ～ 21.3 35 代 井 尻  利 守 H 24.4 ～ 27.3    

36 代 福 田   進 H 21.4 ～ 23.3 36 代 清 水  浩 次 H 27.4 ～ 30.3    

37 代 内 藤  精 一 H 23.4 ～ 25.3 37 代 西 村  雅 司 H 30.4 ～ R 4.3    

38 代 山 下  正 己 H 25.4 ～ 28.3 38 代 鶴 尾  直 広 R 4.4 ～ 6.3    

39 代 人 見  順 子 H 28.4 ～ 31.3       

40 代 藤 田  哲 也 H 31.4 ～ R 4.3       

41 代 小 嶋  良 治 R 4.4 ～ 5.3       

42 代 久保 日出樹 R 5.4 ～ 6.3       
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歴代校長 一覧【閉校した学校（初代～閉校）】 

育親中学校 

初代 今 西  為 治 S 28.4 ～ 31.3 

2 代 村 上   肇 S 31.4 ～ 37.3 

3 代 田 中  正 雄 S 37.4 ～ 42.3 

4 代 高 日  明 一 S 42.4 ～ 44.3 

5 代 谷 尻  正 受 S 44.4 ～ 48.3 

6 代 井 上  貞 三 S 48.4 ～ 49.3 

7 代 射 場   脩 S 49.4 ～ 52.3 

8 代 中 川   勝 S 52.4 ～ 55.3 

9 代 河 原  敏 雄 S 55.4 ～ 58.3 

10 代 福知   董 S 58.4 ～ 61.3 

11 代 中 村  玲 二 S 61.4 ～ H 元.3 

12 代 石田 喜久雄 H 元.4 ～ 3.3 

13 代 中 井   優 H 3.4 ～ 4.3 

14 代 高 畑  明 弘 H 4.4 ～ 6.3 

15 代 塩見  増夫 H 6.4 ～ 8.3 

16 代 小 田  憲 夫 H 8.4 ～ 13.3 

17 代 末 武   徹 H 13.4 ～ 14.3 

18 代 松 本  和 久 H 14.4 ～ 17.3 

19 代 俣野 ひろ子 H 17.4 ～ 20.3 

20 代 西 田  昭 文 H 20.4 ～ 23.3 

21 代 友 松  勝 之 H 23.4 ～ 27.3 

22 代 石 山  秀 和 H 27.4 ～ 29.3 

23 代 吉 田   徹 H 29.4 ～ R 3.3 

24 代 白 方  淳 史 R 3.4 ～ 4.3 

25 代 和 田  純 一 R 4.4 ～  6.3 
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 人 権 教 育  

  

同和問題をはじめとする様々な人権問題の解決に向け、正しい知識と深い理解をもとにし

た実践活動の推進を重点にして、学校教育および社会教育における人権教育の推進を図って

きた。 

なお、平成２５年度から各文化センターで実施の人権教育事業を人権啓発課に移管し、また

平成２６年度からは、人権教育課の所管業務を社会教育課と学校教育課に移管し、人権教育活

動の充実を図っている。 

 

（１） 社会教育における人権教育の推進 

ア）人権という普遍的文化を構築するため、同和問題をはじめとする様々な人権問題の

解決に向け、市民の自発的な人権学習活動を推進する。そのため、日常生活において態

度や行動に現れるような人権感覚をかん養する学習環境の整備と学習機会の提供に積

極的に取り組む。 

イ）人権学習活動を活性化させるため、地域の実態を踏まえた教材の充実を図るととも

に社会教育関係者・団体指導者の育成と資質の向上を図る。 

 

（２） 人権教育事業 

ア）市民への学習機会の提供 

  イ）地域における主体的な人権教育活動への支援 

  ウ）人権教育活動のための指導者の資質向上 

  エ）子ども育成事業 

【主な取り組み内容】 

  ○ 関係団体、関係機関との連携 

○ 市民啓発の推進と充実 

    ・ 各地区同和教育等推進協議会との連携、交流 

    ・ 人権教育講座の開催 

    ・ 人権教育指導者研修会の開催 

    ・ 出会い・発見・共生 人権を考える女性集会の開催（令和５年まで） 

    ・ かめおか人権・平和・市民フォーラムの開催（令和７年） 

 

（３） 人権同和教育等推進団体 

   同和問題をはじめとするさまざまな人権問題の解決と、差別を許さない態度を養うため、

市民の自主的学習活動組織として、市内中学校ブロックごとに７地区の「人権同和教育等推

進協議会」が組織されている。各種関係団体が加入し、市民一人ひとりが自らの問題として

認識できるように、地域の実態を踏まえて特色ある取り組みが展開されている。 

人 権 教 育
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○保津町人権啓発推進協議会 

発足年月 昭和４７年１０月「保津開放教育推進協議会」として発足 

        平成２６年５月「保津町同和教育推進協議会」から現在の名称に変更 

主な活動 各種団体研修 全町民研修 区別研修 

○中部地区同和教育推進協議会 

   発足年月 昭和４９年６月 

   主な活動 専門部会を設置して研修を実施 

機関紙「展望」を発行 

○西部地区人権啓発推進協議会 

   発足年月 昭和４９年９月 

        令和５年７月「西部地区同和教育推進協議会」から現在の名称に変更 

   主な活動 委員研修 地区（自治会）研修 

○川東地区人権啓発推進協議会 

   発足年月 昭和５７年８月 

平成１２年５月「川東地区同和教育推進協議会」から「川東地区人権・同和教 

育推進協議会」に名称変更 

平成２３年５月現在の名称に変更 

   主な活動 専門部会を設置して研修を実施 

○南部地区人権・同和教育推進協議会 

発足年月 昭和５７年８月 

昭和６０年９月「南部地区同和教育研究協議会」から「南部地区同和教育推進 

協議会」に名称変更 

        平成２３年６月現在の名称に変更 

主な活動 役員研修 町民研修 先進地視察 

○亀岡地区人権啓発推進協議会 

発足年月 昭和５８年２月「亀岡地区同和教育推進協議会」として発足 

主な活動 地域ブロック別研修 

○東部地区人権啓発推進協議会 

   発足年月 昭和５９年２月「東部地区同和教育推進協議会」として発足 

   主な活動 地域ブロック別研修 
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１  社会教育事業 
 

近年、非行、いじめ、犯罪、児童虐待など、青少年をめぐる深刻な問題が報告されているほ

か、経済・社会環境の変化とともに地域のつながりは薄れ、課題を抱えた世代が孤立するケー

スも増加傾向にある。 

教育委員会では、このような課題に学びの支援を通じて貢献することや、子どもから高齢者

まで健康で文化的な生活を営むことのできる地域社会の実現を図るため、生涯にわたって学び

続けるための多様な学習機会を提供するとともに、次世代を担う人材を育成するための取り組

みを推進している。 

以下に、近年の社会教育事業を紹介する。 

 

（１）地域の教育機能の活用 

教員や地域の大人が子どもと向き合う時間の増加、住民等の学習成果の活用機会の拡充、地

域の教育力の向上を図っている。 

 

○地域学校協働活動推進事業（学校支援地域本部事業及び子 ど も 「 心 の 教 育 」 推 進 事 業 ）  

地域と学校が連携及び協働して、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えるには社会

総がかりで教育を行う必要があることから、幅広い地域住民、企業、団体等の参画により子ど

もたちの成長を支え、地域を創生する地域学校協働活動を推進することを目的とし、各町に亀

岡市地域学校協働本部を設置し実施している。 

平成３０年度に学校支援地域本部事業と心の教育推進事業を地域学校協働活動推進事業とし

て再編した。 

 

年 度 地域学校協働活動事業取り組み内容等 

令和５年度 

【各地域での主な取り組み】 

地域美化活動、農園活動、人権研修会、環境学習会、窯づくり作業体験、稲作体験

活動、防災学習、クリーン作戦、気球体験、花いっぱい運動、学校安全啓発活動、

お寺見学、昔の遊び教室等 

令和６年度 

【各地域での主な取り組み】 

地域美化活動、農園活動、人権研修会、環境学習会、餅つき体験、町探検、パッチ

ワーククラブ、防災学習会、漫画教室、花植活動、そば打ち体験、あゆつかみ体験

、気球体験等 

 

（２）家庭教育への支援 

親子の絆を深め、心身ともに健やかで心豊かな子どもを育てるため、学校・家庭・地域が連

携協力し、親やその家族を対象に多様な学習機会を提供することで、家庭の教育力を高めるこ

とを目的としている。 

― 115 ―



 

○子育て・親育ち講座 

子ども達の心身の健やかな成長のため、親子・家族のふれあいや世代間の交流を通して、家

庭の教育力や人権意識の向上を図るため子育て・親育ち講座を実施している。 

 

年 度 家庭教育支援事業“子育て・親育ち講座”取り組み内容等 

令和５年度 

○社会教育課主催の講座 

①ほっと一息～心も体もリラックス・ストレッチヨガ～ 

○市立幼稚園での講座 

①「親子リトミック」～リズムであそぼう！～ 

②今こそ！絵本の出番です！ 

○市立保育所・こども園等での講座 

①親子あそび歌ライブ（東部保育所） 

②人形劇 おおきなかぶ 他（本梅こども園） 

③講演「思わずくっつきたくなる愛着のおはなし」（第六保育所） 

④人形劇 しろちゃん・くろちゃん人形劇ショー ねずみのすもう他 

（中部保育所） 

○地域の教育機能を活用した講座 

①腹話術「トンちゃんとあそぼう」、箱廻し「ももたろう」、人形劇「オオ 

カミくんの休日」（子育て支援センター かめおかっこ広場） 

②わらべうたと絵本であそぼう（西つつじケ丘ふれあいセンター） 

○社会教育関係団体等との連携、協働により開催する講座 

①「子どもの人権～児童養護施設青葉学園の活動を通して伝えたいこと～」 

（市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会） 

②子どもの心の成長を支える―健やかな心・めげない強さ― 

（市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会） 

令和６年度 

○社会教育課主催の講座 

①今ここにあるがままに～ピラティスで心も体もリラックス～ 

○市立幼稚園での講座 

①歌で育む親子の時間と絆 

②親子でゆったり運動あそび 

○市立保育所・こども園等での講座 

①食育ｰ笑顔の受け渡し・子育て術ｰ（森の自然こども園東本梅）  

②今こそ！絵本の出番です！（川東保育所） 

③光る影絵のファンタジー（保津文化センター） 

○地域の教育機能を活用した講座 

①いちまいの紙でおはなし「かくれんぼ」、人形劇「おいもでぷぅ！」 

(子育て支援センターかめおかっこ広場) 

②合言葉は『だいじょうぶ』（西つつじケ丘ふれあいセンター） 

○社会教育関係団体等との連携協働により開催 

①あなたのままのあなたがだいすき！（人権啓発課） 

②ストレスと上手に付き合う方法（市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会） 

③「子どもの人権～児童養護施設青葉学園の活動を通して伝えたいこと～」 

（市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会） 
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○親のための応援塾 

市内１４小学校及び２義務教育学校で実施。就学前の子どもを持つ保護者などが語り合い、

交流し、学び合うことで日常の不安や悩みをやわらげるとともに、保護者同士のネットワーク

づくりを図っている。 

 

（３）子どもの健全育成の推進 

地域社会全体で子どもを育てる環境づくりや青少年の豊かな体験活動・社会奉仕活動を推進

するための体制の充実と指導者の養成及び、保護者が就労等により昼間家庭にいない児童に、

適切な遊びや生活の場を提供することで、児童の健全な育成を図っている。 

 

○亀岡市子ども会育成連絡協議会 

亀岡市子ども会育成連絡協議会は、亀岡市内における各町子ども会育成組織相互の緊密な連

携のもとに、子ども会の自主的な活動を推進するための条件を整備し、健全な育成指導と福祉

の増進を図ることを目的としている。 

主催事業としては、市内各町子ども会活動の役員及び育成者が集まり子ども会活動の活性化

のノウハウを学ぶ『子ども会育成者交流研修会』(年２回)、子どもたちの異年齢との交流を図

り、思いやりの心や正義感等を育むことを目的とした『地域子ども活性化事業』(年３回)が開

催されている。 

育成者交流研修会（令和６年度） 地域子ども活性化事業（令和６年度） 

第１回：育成者とは（研修） 

第２回：野外活動の運営（飯盒炊飯） 

 

第１弾：物作り体験【陶芸】（ガレリアかめおか） 

第２弾：物作り体験【和菓子】 

（あずきの里 ふじ幸） 

第３弾：物作り体験【苔テラリウム】 

（ガレリアかめおか） 
 

○ 亀 岡 市 地 域 未 来 塾  

 経 済 的 な 理 由 や 家 庭 の 事 情 に よ り 、 学 習 習 慣 が 十 分 に 身 に 付 い て い な か っ た り 、

学 習 が 遅 れ が ち な 中 学 生 を 対 象 と し て 、 大 学 生 や 教 職 経 験 者 な ど 地 域 住 民 の 協 力 を

得 て 無 料 の 学 習 支 援 （ 地 域 未 来 塾 ） を 行 い 、 学 習 習 慣 の 定 着 と 学 力 の 向 上 を 図 る 。

 ま た 、 地 域 の 幅 広 い 人 材 の 参 画 を 得 て 実 施 す る こ と で 、 地 域 と 学 校 が 連 携 し な が

ら 、 地 域 全 体 で 子 ど も の 成 長 を 支 え て い く 活 動 を 推 進 す る 。  

 

＊ 直 近 ５ 年 間 の 取 り 組 み 実 績 時 間 数  

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

取り組み時

間数 
２７５時間 ２７１時間 ３１５時間 ２４７時間 ２４９時間 
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○ 亀 岡 市 は た ち の 会 （ 旧 亀 岡 市 成 人 式 ）  

本 市 で は 、 ２ ０ 歳 に な っ た 喜 び と 、 自 覚 と 責 任 を 確 か め る セ レ モ ニ ー で あ る は た

ち の 会 を 、 新 ２ ０ 歳 に よ る 亀 岡 市 は た ち の 会 実 行 委 員 会 を 設 置 し 、 自 ら 企 画 運 営 し

て い る 。 実 施 に 当 た っ て は 、 「 市 民 が 祝 い 期 待 す る 」 、 「 新 ２ ０ 歳 が 喜 び 自 覚 す

る 」 の 双 方 向 か ら の 取 り 組 み を 基 本 コ ン セ プ ト と し 、 毎 年 、 実 行 委 員 の 個 性 と 主 体

性 を 大 切 に し 、 さ ま ざ ま な 取 り 組 み が 展 開 さ れ て い る 。  

  令 和 ４ 年 、 民 法 改 正 に よ り 成 人 年 齢 が ２ ０ 歳 か ら １ ８ 歳 に 引 き 下 げ ら れ た が 、

「 成 人 の 日 」 が 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 に 「 お と な に な っ た こ と を 自 覚 し 、 み ず

か ら 生 き ぬ こ う と す る 青 年 を 祝 い は げ ま す 」 と さ れ て い る 趣 旨 と 、 か つ 亀 岡 市 成

人 式 の 開 催 目 的 を 尊 重 し 、 対 象 者 は 引 き 続 き ２ ０ 歳 と し て い る 。  

 

年 度 亀岡市はたちの会取り組み内容等 

令和5年度 

・参加者６９９名 

・テーマ『煌 ～未来を照らす道しるべ～』 

・実行委員会と市長との意見交換会を実施 

・２部のつどいは、新２０歳が出身中学校・義務教育学校別に分かれ、恩師・友人

と歓談 

令和6年度 

・参加者６３３名 

・テーマ『拓 ～まだ見ぬ それぞれの新境地へ～』 

・市長との意見交換会に加えて、市議会議員との懇談会「わがまちトーク」を実施 

・２部のつどいは、新２０歳が出身中学校・義務教育学校別に分かれ、恩師・友人

と歓談 

 

○ 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業  

  保 護 者 が 就 労 等 に よ り 昼 間 家 庭 に い な い 児 童 に 適 切 な 遊 び 及 び 生 活 の 場 を 与 え 、 児

童 の 健 全 な 育 成 を 図 る こ と を 目 的 に 、 市 内 小 学 校 の 教 室 等 で か め お か 児 童 ク ラ ブ を 開

設 し て い る 。  

  平 成 ２ ７ 年 度 に 長 期 休 業 期 間 の 開 始 時 刻 を 前 倒 し （ 「 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 」 を 「 午

前 ８ 時 か ら 」 ） と 拡 充 し た 。 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 平 成 ３ ０ 年 度 に か け て 市 内 １ ８ 小 学 校

区 の 全 て に お い て 入 会 対 象 を 全 学 年 児 童 に 拡 大 し て い る 。  

  令 和 ２ 年 度 に 臨 時 休 校 措 置 期 間 中 に お い て 長 期 休 業 期 間 同 様 に 放 課 後 児 童 会 の 開 設

を 始 め 、 以 後 、 市 民 ニ ー ズ や 国 の 運 営 指 針 を 受 け 、 児 童 会 の 年 間 開 設 日 数 の 拡 充 等 を

図 っ て き た 。  

  コ ロ ナ 禍 に お い て は 、 感 染 症 予 防 対 策 と し て 対 策 用 品 の 購 入 ・ 備 蓄 を 行 い 、 市 内 飲

食 店 連 携 に よ る デ リ バ リ ー 制 昼 食 の 斡 旋 を 開 始 し 、 持 続 可 能 な 運 営 体 制 を 整 備 し た 。  
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  令 和 ３ 年 度 に は 、 山 間 地 の 放 課 後 児 童 会 （ 学 校 夏 季 休 業 期 間 ） 利 用 児 童 に 対 し て ス

ク ー ル バ ス 運 行 を 開 始 し た 。  

  令 和 ５ 年 度 に 名 称 を 「 放 課 後 児 童 会 」 を 「 か め お か 児 童 ク ラ ブ 」 に 変 更 し 、 制 度 を

拡 充 （ 「 閉 会 時 間 ： 午 後 ６ 時 ま で 」 を 「 閉 会 時 間 ： 午 後 ７ 時 ま で 」 、 「 一 時 利 用 （ 日

額 で の 利 用 ） の 利 用 申 し 込 み 可 能 」 、 「 １ 世 帯 ２ 人 目 以 降 無 償 化 」 ） す る な ど 、 保 育

の 充 実 に 努 め て い る 。  

 

  ＊ 直 近 ５ 年 間 の 入 会 児 童 数 等 開 設 実 績      （ ※ 数 値 は 各 年 度 末 現 在 の 実 績 ）  

 令 和 ２ 年 度  令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  令 和 ６ 年 度  

入 会 児 童 数  ９ ３ １  ９ ６ ３  １ ， ０ ０ ３  １ ， １ ９ ０  １ ， ３ ０ ４  

開 設 ク ラ ブ 数  ３ ２  ３ ２  ３ ２  ３ ３  ３ ３  

 

 

（ ４ ） 市 民 の 学 習 活 動 の 推 進  

子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 学 習 機 会 の 提 供 を 図 り 、 生 涯 に わ た っ て 健 康 で 、 文 化 的 な

生 活 を 営 む こ と の で き る 地 域 社 会 の 実 現 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。  

 

○ 亀 岡 市 さ わ や か 教 室  

市民の皆さんがふれあいを深めながら楽しく学ぶことを通じて、人生における教養の向上、

生きがいの創造、仲間づくりを進め、より良い生活設計や社会参加のために必要な知識を得る

ことで社会的な能力を高め、家庭や地域社会で活かせるようにすることを目指し「亀岡市さわ

やか教室」を開設している。平成３０年度に、広く市民の参加を促すため、また受講生の要望

が寄せられたことを受けて、「高齢者さわやか教室」から「亀岡市さわやか教室」に事業名を

変更した。 

年 度 亀岡市さわやか教室取り組み内容等 

令和５年度 

テーマ「安心・安全・心豊かな暮らしをめざして」 

①めざせ！アクティブライフ！－体・心・頭を鍛えていつまでも輝いていよう－ 

②ちょっと待って！そのクリック大丈夫？－今日から始めるネットトラブル対策－ 

③このまちが好きだから－被差別の歴史を持つまちに生まれて－ 

④おもしろ散歩学－自然観察しながらリフレッシュー 

⑤ひょうたん島コンサート－懐かしい歌で、カムバック青春！－ 

⑥方言を考える－関西弁のおもしろさ－ 

⑦ＮＨＫ全国放送公開番組上方演芸会【特別講座】 
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令和６年度 

テーマ「安心・安全・心豊かな暮らしをめざして」 

①フレイル予防－楽しみながら健康なからだづくりを学ぼう！－ 

②楽しく健活しよう！－見直そう！命を守る水－ 

③懐かしの学び舎で童謡・唱歌に親しもう！－ハーモニカ・ヘルマンハープとともに－ 

④スポーツでコミュニケーション!－卓球バレー・モルック・ボッチャにチャレンジ－ 

⑤笑いの伝承－落語を楽しもう！－ 

⑥阪神淡路大震災から３０年を経て 

⑦220年の伝統を現代へ通用するワザに－からだにもこころにもやさしい京菓子を－ 

 

（ ５ ） そ の 他  

○ 社 会 教 育 関 係 団 体 の 育 成 ・ 支 援  

○ 社 会 教 育 施 設 の 管 理  

○ 社 会 教 育 委 員 の 設 置  
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２．社会教育関係団体 

 

 （１）ＰＴＡ連絡協議会 

 

      本会は、亀岡市立小・中学校・義務教育学校ＰＴＡが、お互いの連携を緊密にすること

によりＰＴＡの健全な発展を図るとともに、好ましい教育環境の醸成と子どもたちの福祉

の増進を図ることを目的としている。 

      主な事業としては、毎年、市Ｐ連研究大会、府外研修会等を開催。市内外の交流を深め

ることにより教育力の維持・向上に努めている。 

 

 （２）子ども会育成連絡協議会 

     

      本協議会は、亀岡市内における各町子ども会育成組織相互の緊密な連携のもとに、子ど

も会の自主的な活動を推進するための条件を整備し、健全な育成指導と福祉の増進を図る

ことを目的として、活動を推進している。 

     主な事業としては、 

  ①各町子ども会育成組織相互の連絡と関係機関、団体との連絡協調。 

  ②子ども会指導者の養成確保 

  ③子ども会に関する調査、研究及び資料の発刊、研修会の開催 

  等をあげることができる 

   主な取り組みとしては、「子ども会育成者交流研修会」「地域子ども活性化事業」など

がある。 

  

 （３）ボーイスカウト 

 

   ボーイスカウト活動は、現在、世界１７２ケ国、５，７００万人もの子どもたちが参加

している世界中で認められた社会教育活動である。 

   受験勉強、塾通い、クラブ活動と忙しすぎる子どもたち。外で遊ばなくなったり、友達

をつくれなくなったりする子どもたち。今、彼らに一番必要なのは、自分で体験し、自分

で考え、仲間との活動でルールづくりをすることを通して、人や自然を思いやる心を育む

とともに、自立心や創造力を養うことである。ボーイスカウト運動は、そうしたバランス

のとれた人間教育を行う絶好の機会を提供している。 

     亀岡でも、春季キャンプ夏季キャンプなどの野外活動や奉仕活動を中心に、活発な活動

を続けている。また、日本全国のスカウトとの交流会や、世界のスカウトとの交流会にも参加

している。 
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（４）ガールスカウト 

 

   ガールスカウトは、明治４３年、少女たちの希望にこたえて、ボーイスカウトの創始者

によって創設されたものである。日本でも大正９年に始められ、現在、世界１５３ケ国、

１，０８０万人もの子どもたちが活発な活動をしている。 

     亀岡でも、ボーイスカウト同様キャンプなどの野外活動や奉仕活動を中心に、一人ひと

りの考えや意志を大切にした活動を行っている。また、日本や世界の仲間たちの交流も行

っている。 
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３．文 化 財 

 

  当地は、山陰道八箇国の東端の国として平安の都にも近く交通の要衝に位置し、畿内の文化と山陰の文

化、瀬戸内海の文化等の接点として歴史・文化・社会・風土が培われてきたことから、これら先人の生活の

跡を忍ばせる文化遺産が多く残されている街である。 

  その様な中で、近年、国営農地再編整備事業等の大型プロジェクトの躍動とともに、日一日とその姿を変

えつつあり、これら開発事業と文化財保護との調整が大きな行政課題となっている。 

  本市では、滅失しようとする数多くの文化遺産を、永く後世に保存継承するための方策樹立と、これら文

化遺産を通して郷土に対する認識を高めるための普及啓発活動を行っている。また、文化財保護審議会を設

置し、市長の諮問に対する、文化財の保存及び活用のために必要な措置の答申を受けて、その保全体制の充

実を図っている。 

 

（１）文化財保護条例の制定 

 

  昭和２７年頃から亀岡町史編纂事業が取り組まれていたが、昭和３０年１月１日に南桑田郡１町１５ヶ村

が合併され亀岡市制が施行されるに伴い、この編纂事業も市史編纂事業に受け継がれた。この編纂事業を通

して、市民に文化財保護意識の高揚がみられ、さらに文化財保護に係る調査及び普及啓発活動を充実させる

ために、昭和３９年に文化財保護委員会条例を制定し、市史編纂事業に携わる諸先生方を中心に委員の委嘱

を行った。昭和３９年度には市内の文化財所在目録を作成するとともに、文化財保護及び保存の在り方等の

調査審議を行い、重要な文化財の保存及び活用を充分図るために必要な措置が講じられやすいように、昭和

４３年１２月２３日に亀岡市文化財保護条例が施行された。現時点で５５件を指定しており、指定行為等を

通じて、その保存活用等について指導助言の充実に努めている。 

 

（２）文化財の保護と活用 

 

  本市文化財の普及啓発活動の拠点として、昭和６０年に亀岡市文化資料館を設置し、地域に根差したテー

マで今まで調査した文化資料をもとに公開し、地域学習を通して生涯学習の一翼を担っている。 

  また、亀岡を代表する史跡である丹波国分寺跡については、保存整備及び活用の指針として、歴史と文化

に学び、健康の増進を図り、余暇時間を活用できる等の複合機能をもつ体験型野外学習の場、生涯学習の場

として「丹波ＮＥＷ風土記の里」構想を策定し、その具現化に努めている。 

  さらに市内における文化資料及び記念物のうち学術上、芸術上又は生活史上価値の高いもので市民の文化

的生活の向上に資する指定・未指定文化財の保存修理等について、緊急を要するものについて、昭和５５年

３月２５日付けにて、亀岡市社寺等文化資料保全費補助金交付要綱を制定し、それに基づいて補助金を交付

しその保全を図っている。 

 また、令和４年１２月に「亀岡市文化財保存活用地域計画」を策定し、各地域における積極的な文化財の

保存・活用の動向を捉え、地域の各団体や関係団体とも連携し、文化財が地域主体により、継続的・長期的

に保存・活用されている状態を目指している。 
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（３）文化財指定等のあゆみ

ア、国指定・登録文化財

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

紙本淡彩波濤図　応挙筆 金剛寺･･曽我部町穴太

紙本淡彩群仙図  応挙筆 金剛寺･･曽我部町穴太

紙本墨画山水図　応挙筆 金剛寺･･曽我部町穴太

明治39 出雲大神宮本殿 出雲大神宮･･千歳町千歳 建造物

木造薬師如来坐像 神蔵寺･･薭田野町佐伯

木造薬師如来坐像 宝林寺･･宮前町神前

木造阿弥陀如来坐像 宝林寺･･宮前町神前

木造釈迦如来坐像 宝林寺･･宮前町神前

木造薬師如来坐像 国分寺･･千歳町国分

木造十一面観音立像 極楽寺･･千歳町千歳

大正11 菫青石仮晶（桜石） 薭田野町柿花 天然記念物

大正13 宝林寺九重塔（石造） 宝林寺･･宮前町神前 建造物

昭和 3 丹波国分寺跡附八幡神社跡 国分寺外･･千歳町国分 史跡

昭和16 梅田神社本殿 梅田神社･･旭町宮ノ元 建造物

昭和27 オオサンショウウオ 市内一円 特別天然記念物

昭和31 コウノトリ 市内一円 特別天然記念物

金輪寺五重塔（石造） 金輪寺･･宮前町宮川

延福寺十三重塔（石造） 延福寺･･本梅町西加舎

昭和50 遠山家住宅 遠山秀史･･河原林町河原尻

愛宕神社本殿 愛宕神社･･千歳町国分

アユモドキ 大堰川水系 天然記念物

昭和53 絹本著色仏涅槃図 金輪寺･･宮前町宮川 絵画

昭和57 千歳車塚古墳 馬路･小口･出雲財産区・亀岡市･･千歳町 史跡

平成 4 佐伯灯籠 佐伯灯籠保存会･･薭田野町・吉川町
無形民俗（記録
選択）

木造男神坐像２躯附木造男神坐像１躯 出雲大神宮･･千歳町千歳 彫刻

法華経（藍紙）７巻 千手寺･･薭田野町鹿谷 書跡・典籍

平成 9 楽々莊洋館・日本館・玄関 光明文化芸術株式会社･･北町 建造物

平成21 佐伯灯籠 佐伯灯籠保存会･･薭田野町・吉川町 無形民俗

平成24 亀岡の寒天製造用具 亀岡市 有形民俗

彫刻

昭和32

建造物

昭和52

平成 8

絵画

大正 5 法常寺･･畑野町千ヶ畑 書跡・典籍
紙本墨書後水尾天皇宸翰一絲和尚山居
詩並御次韻和歌

明治36

大正 6
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指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

令和3

出雲大神宮本殿中門及び祝詞殿・本殿廻
廊及び透塀・拝殿・神饌所・奏楽舎・社
務所・祭器庫・手水舎・石鳥居・制札・
上之社本殿・摂社黒太夫社

出雲大神宮･･千歳町千歳 建造物

令和5 廣瀬家住宅 廣瀬正春‥千歳町千歳 建造物

令和6 酒井家住宅 酒井通彰‥西別院町犬甘野 建造物

柳町会議所（旧馬場家住宅主屋） 柳町自治会‥柳町 建造物

旧子安家住宅主屋 大西みゆき‥本町 建造物

イ、府指定・登録等文化財

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

木造如意輪観音坐像 宗堅寺･･西竪町 彫刻

穴太寺庭園 穴太寺･･曽我部町穴太 名勝

鍬山神社及び境内社八幡宮本殿 鍬山神社･･上矢田町 建造物

梵鐘 桂林寺･･本梅町平松

石造御正体 真神寺･･旭町西島

犬甘野の御田 犬甘野御田保存会･･西別院町犬甘野 無形民俗

昭和59 出雲風流花踊 出雲風流花踊保存会･･千歳町 無形民俗

絹本著色松井雲江像 龍潭寺･･薭田野町太田 絵画

法常寺庭園 法常寺･･畑野町千ヶ畑 名勝

鎌倉神社本殿 鎌倉神社･･東別院町鎌倉

與能神社本殿 與能神社･･曽我部町寺

松尾神社本殿 松尾神社･･旭町今峠

鍬山神社文化財環境保全地区 鍬山神社･･上矢田町

鎌倉神社文化財環境保全地区 鎌倉神社･･東別院町鎌倉

薭田野神社文化財環境保全地区 薭田野神社･･薭田野町佐伯

松尾神社文化財環境保全地区 松尾神社･･旭町今峠

昭和61 與能神社文化財環境保全地区 與能神社･･曽我部町寺

穴太寺本堂・多宝塔 穴太寺･･曽我部町穴太 建造物

龍潭寺庭園 龍潭寺･･薭田野町太田 名勝

奥条人形浄瑠璃用具 奥条区･･薭田野町奥条 有形民俗

鰐口 金輪寺･･宮前町宮川 工芸

大井神社立花行事 大井神社立花保存会･･大井町・薭田野町 無形民俗

平成 6 石灯籠 薭田野神社･･薭田野町佐伯 工芸

平成 7 法常寺一絲文守他歴代関係資料 法常寺･･畑野町千ヶ畑 歴史資料

昭和58

平成 3

建造物

穴太寺･･曽我部町穴太 建造物
穴太寺念仏堂･方丈及び庫裏･方丈表
門・鎮守堂・鐘楼・仁王門

平成 2

昭和60

文化財環境保全
地区

工芸

令和7
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指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

穴太寺観音縁起 穴太寺･･曽我部町穴太 古文書

小幡神社本殿 建造物

小幡神社文化財環境保全地区
文化財環境保全
地区

西山神社本殿 西山神社･･畑野町千ケ畑 建造物

特芳禅傑関係資料 龍潭寺･･薭田野町太田 歴史資料

平成16 亀岡祭山鉾行事 亀岡祭山鉾連合会･･亀岡地区 無形民俗

平成17 法常寺文化財環境保全地区 法常寺･･畑野町千ケ畑
文化財環境保全
地区

平成18 足利高氏願文　附足利尊氏御判御教書 八幡宮･･篠町篠 古文書

平成20 木造十一面観音坐像 甘露寺･･東別院町南掛 彫刻

亀岡藩史料 亀岡市･･亀岡市文化資料館 歴史資料

楽々荘庭園 光明文化芸術株式会社･･北町 登録・名勝

平成23 金輪寺本堂 金輪寺･･宮前町宮川 建造物

平成24 木造菩薩立像（伝聖観音像） 無量寺･･曽我部町寺 彫刻

八幡宮社本殿・鐘楼 八幡宮社･･保津町宮ノ上 建造物

請田神社頓宮 請田神社･･保津町宮ノ上 建造物

平成28 板絵著色繋馬図 小幡神社･･曽我部町穴太 絵画

宮垣神社本殿 宮垣神社‥千代川町川関 建造物

千手寺開基堂（旧観音堂） 千手寺‥薭田野町鹿谷 建造物

木造薬師如来坐像 願成寺‥大井町並河 彫刻

絹本着色仏涅槃図 極楽寺‥河原林町勝林島 絵画

令和4 木造金剛力士立像 金輪寺･･宮前町宮川 彫刻

鉄造薬師如来坐像 大圓寺‥西町 彫刻

遠山家文書 遠山明‥亀岡市古世町 古文書

ウ、亀岡市指定文化財

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

旧亀山城内新御殿門 千代川町自治会･･千代川町北ノ庄 建造物

出雲神社傍示図並関係文書 出雲大神宮･･千歳町千歳 絵画

旧呉服町火の見の鐘 亀岡市･･千歳町国分

二代目村正脇差 天満宮･･馬路町池尻

狐塚古墳 亀岡市･･余部町 史跡

木造阿弥陀如来坐像 安楽寺･･東別院町大野

木造阿弥陀如来坐像 金輪寺･･東別院町栢原

木造阿弥陀如来立像 専念寺･･塩屋町

令和2

令和5

昭和56 彫刻

小幡神社･･曽我部町穴太

平成14

平成 9

昭和45
工芸品

平成22

平成27

平成30

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

穴太寺観音縁起 穴太寺･･曽我部町穴太 古文書

小幡神社本殿 建造物

小幡神社文化財環境保全地区
文化財環境保全
地区

西山神社本殿 西山神社･･畑野町千ケ畑 建造物

特芳禅傑関係資料 龍潭寺･･薭田野町太田 歴史資料

平成16 亀岡祭山鉾行事 亀岡祭山鉾連合会･･亀岡地区 無形民俗

平成17 法常寺文化財環境保全地区 法常寺･･畑野町千ケ畑
文化財環境保全
地区

平成18 足利高氏願文　附足利尊氏御判御教書 八幡宮･･篠町篠 古文書

平成20 木造十一面観音坐像 甘露寺･･東別院町南掛 彫刻

亀岡藩史料 亀岡市･･亀岡市文化資料館 歴史資料

楽々荘庭園 光明文化芸術株式会社･･北町 登録・名勝

平成23 金輪寺本堂 金輪寺･･宮前町宮川 建造物

平成24 木造菩薩立像（伝聖観音像） 無量寺･･曽我部町寺 彫刻

八幡宮社本殿・鐘楼 八幡宮社･･保津町宮ノ上 建造物

請田神社頓宮 請田神社･･保津町宮ノ上 建造物

平成28 板絵著色繋馬図 小幡神社･･曽我部町穴太 絵画

宮垣神社本殿 宮垣神社‥千代川町川関 建造物

千手寺開基堂（旧観音堂） 千手寺‥薭田野町鹿谷 建造物

木造薬師如来坐像 願成寺‥大井町並河 彫刻

絹本着色仏涅槃図 極楽寺‥河原林町勝林島 絵画

令和4 木造金剛力士立像 金輪寺･･宮前町宮川 彫刻

鉄造薬師如来坐像 大圓寺‥西町 彫刻

遠山家文書 遠山明‥亀岡市古世町 古文書

ウ、亀岡市指定文化財

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

旧亀山城内新御殿門 千代川町自治会･･千代川町北ノ庄 建造物

出雲神社傍示図並関係文書 出雲大神宮･･千歳町千歳 絵画

旧呉服町火の見の鐘 亀岡市･･千歳町国分

二代目村正脇差 天満宮･･馬路町池尻

狐塚古墳 亀岡市･･余部町 史跡

木造阿弥陀如来坐像 安楽寺･･東別院町大野

木造阿弥陀如来坐像 金輪寺･･東別院町栢原

木造阿弥陀如来立像 専念寺･･塩屋町

令和2

令和5

昭和56 彫刻

小幡神社･･曽我部町穴太

平成14

平成 9

昭和45
工芸品

平成22

平成27

平成30
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指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

木造釈迦如来坐像 念仏寺･･篠町柏原

木造馬頭観音立像 桂林寺･･本梅町平松

木造千手観音坐像 千手寺･･薭田野町鹿谷

木造毘沙門天立像 聖隣寺･･東竪町

木造釈迦涅槃像 穴太寺･･曽我部町穴太

絹本著色仏涅槃図 円通寺･･紺屋町

梵鐘（天文三年　1534銘） 金輪寺･･宮前町宮川

梵鐘 桂林寺･･本梅町平松

大般若経
徳寿院･如意寺･宝泉寺大般若経保存
会･･篠町山本・馬堀

書跡・典籍

木造阿弥陀如来坐像 浄法寺奉賛会･･篠町浄法寺

木造薬師如来坐像 如意寺･･篠町山本

木造薬師如来坐像 楽音寺･･東本梅町大内

元明院宝篋印塔 元明院･･旭町谷川

金輪寺九重塔 金輪寺･･宮前町宮川

木造日光・月光菩薩立像 神蔵寺･･薭田野町佐伯

八岩権現二十一尊磨崖仏 嶺松寺･･千代川町北ノ庄

足利高氏旗挙げの地 篠村八幡宮･･篠町篠 史跡

国分寺境内地イチョウ 国分寺･･千歳町国分 天然記念物

奥条浄瑠璃人形首・衣装・道具一括 奥条区･･薭田野町奥条 有形民俗

坊主塚古墳出土遺物一括 亀岡市･･亀岡市文化資料館 考古資料

穴太寺伽藍 穴太寺･･曽我部町穴太

法常寺仏殿 法常寺･･畑野町千ヶ畑

楽音寺本堂 楽音寺･･東本梅町大内

犬甘野板碑 常泉寺･･西別院町犬甘野

平成 4 国分寺本堂・山門・鐘楼 亀岡市･･千歳町国分

絹本著色菅沼定昭寿像 天満神社･･上矢田町 絵画

木造如来坐像 金輪寺･･東別院町栢原 彫刻

木造如意輪観音坐像 金輪寺･･東別院町栢原 彫刻

平成10 亀岡祭山鉾行事 亀岡祭山鉾連合会･･亀岡地区 無形民俗

大本天恩郷のコノハナザクラ 大本･･荒塚町内丸

法常寺のコウヤマキ 法常寺･･畑野町千ケ畑

昭和56

彫刻

彫刻

昭和61

建造物

昭和58

建造物

絵画
絹本著色釈迦十六善神像

工芸品

平成 9

昭和62

天然記念物平成14

徳寿院･如意寺･宝泉寺大般若経保存
会･･篠町山本・馬堀

彫刻
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指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

丹波国分寺跡のカゴノキ 亀岡市･･千歳町国分

丹波国分寺跡のムクノキ 亀岡市･･千歳町国分

旧亀山城内新御殿玄関 保津五苗財団･･保津町訳目 建造物

亀山城惣構跡（土塁） 天満神社･･京町

亀山城惣構跡（土塁） 嶺樹院･･西竪町

亀山城惣構跡（土塁） 宗堅寺･･西竪町

亀山城惣構跡（土塁） 聖隣寺･･東竪町

亀山城惣構跡（土塁） 亀岡市（坂部公園）･･東竪町

舟筏無難銘石灯籠 桑田神社‥篠町山本 有形民俗

金刀比羅神社奉納船 金刀比羅神社‥保津町保津 有形民俗

保津川船下り操船技術 保津川遊船企業組合‥保津町下中島 無形民俗

平成31 亀山城惣構跡（土塁） 宗福寺‥矢田町 史跡

木造獅子狛犬（鎌倉時代13世紀前半） 愛宕神社‥千歳町国分 彫刻

木造獅子狛犬（鎌倉時代13世紀後半） 愛宕神社‥千歳町国分 彫刻

明智光秀書状 保津五苗財団‥保津町訳目 古文書

サンヤレ（火伏せの行事） 土ケ畑サンヤレ保存会‥畑野町土ケ畑 無形民俗

絹本著色仏涅槃図 光忠寺‥北古世町 絵画

形原松平家墓所 光忠寺‥北古世町 史跡

令和4 亀山城惣構跡（土塁） 円通寺･･紺屋町 史跡

旧有秋尋常高等小学校奉安殿 吉川町自治会‥吉川町吉田 建造物

旧国恩寺関連資料 鐘講‥篠町森 歴史資料

亀山城惣構跡（土塁） 亀岡市（秋葉神社）‥紺屋町 史跡

エ、京都府自然２００選

指定年 選　　定　　名　　称 所在地 備　　　考

與能神社の社叢林 曽我部町

平の沢公園のオニバス 馬路町

国分寺の乳イチョウ 千歳町

ホトケドジョウの生息する小溝 薭田野町

アユモドキの生息する灌漑用水路 保津町

オオサンショウウオの生息する犬飼川流域 曽我部町

ムササビの生息する愛宕神社の森 千歳町

保津峡 保津町・篠町

薭田野の菫青石仮晶 薭田野町

老ノ坂 篠町

出雲大神宮 千歳町
平成 6

歴史的自然環境
部門

平成 4 動物部門

平成 5 地形・地質部門

平成 3 植物部門

史跡
平成24

平成29

令和2

令和3

令和7

天然記念物平成14
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（４）埋蔵文化財発掘調査のあゆみ

調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

昭和30・31 坊主塚古墳 馬路町 ５世紀中頃、二段築成、木棺直葬 現状保存

法貴Ｂ１号墳 曽我部町 組合式石棺（改葬墓）、方形列石 移築保存

余部遺跡 余部町 弥生時代後期集落跡 記録保存

47 御上人林廃寺(1) 河原林町 金堂跡

御上人林廃寺(2) 河原林町

丹波笑路城跡 西別院町 中型梯郭式山城

馬場ケ崎遺跡 大井町 弥生時代後期のＵ字溝 記録保存

御上人林廃寺(3) 河原林町 遺構、弥生時代末期竪穴式住居跡

53 御上人林廃寺(4) 河原林町 遺構、古墳時代後期竪穴式住居跡

浄法寺城跡 篠町 中型梯郭式山城、土塁 記録保存

御上人林廃寺(5) 河原林町 講堂跡、尼房跡、溝

55 御上人林廃寺(6) 河原林町 南門跡

57 丹波国分寺跡(1) 千歳町 金堂跡、（創建、再建）

丹波国分寺跡(2) 千歳町 中門跡、弥生時代後期竪穴式住居跡

松熊遺跡 東本梅町 弥生時代中期～後期集落跡 記録保存

59･60･61 遺跡分布調査 市内一円 報告書

59 丹波国分寺跡(3) 千歳町 塔跡 現状保存

縄文時代後期～弥生時代中期の溝

古墳時代後期の墓

丹波国分寺跡(4) 千歳町 僧房跡

北金岐遺跡(1) 大井町 古墳時代前期の大溝

丹波国分寺跡(5) 千歳町 講堂跡 現状保存

築地跡、梵鐘鋳造遺構、金堂跡、

講堂跡掘立柱式建物、

古墳時代後期の竪穴式住居跡

62 春日部１号墳 曽我部町 ６世紀末、横穴式石室

１号墳･･６世紀後半、横穴式石室

４号墳･･６世紀末期、横穴式石室

美濃田古墳群 旭町 20号墳･･６世紀中期、木棺直葬

北金岐遺跡(2) 大井町 中世、掘立柱式建物、溝

奈良時代の竪穴式住居跡

奈良時代～平安時代の掘立柱式建物

大型掘立柱式建物跡群、工房跡

北金岐遺跡(3) 大井町 中世掘立柱式建物跡群 記録保存

40

現状保存
51

52

現状保存

54

現状保存

58

61･62 観音芝廃寺 篠町
金堂・講堂跡を
公園整備

記録保存
63

医王谷古墳群 下矢田町

60
千代川遺跡(11) 千代川町 記録保存

現状保存

61

平成  1
篠遺跡(1)(2) 篠町

一部
現状保存
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調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

平成  1 並河城跡(1) 大井町 並河城本丸跡東側土塁石積 現状保存

鹿谷遺跡(2) 薭田野町 古墳時代後期の竪穴式住居跡37基 記録保存

並河城跡(2) 大井町 並河城本丸跡外郭の土塁等の規模確認 現状保存

並河城跡(3) 大井町 並河城本丸跡建物跡の確認 現状保存

鹿谷遺跡(3) 薭田野町 古墳時代後期の竪穴式住居跡17基

千代川遺跡(17) 千代川町 中世掘立柱式建物跡

天川遺跡 薭田野町 弥生時代中期～後期の方形周溝墓

篠遺跡(3) 篠町 大型掘立柱式建物跡群、小鍛冶跡遺構

千代川遺跡(18) 千代川町 古墳時代後期の竪穴式住居跡３基 現状保存

宮川遺跡 宮前町 宮川遺跡の範囲確認 記録保存

南条３号墳 曽我部町 木棺直葬の古墳時代中期の方墳

古墳時代後期の竪穴式住居跡１基

古代祭祀遺物出土

案察使遺跡 保津町 案察使遺跡、大淵遺跡の範囲確認

印地遺跡 旭町 中世掘立柱式建物跡群 記録保存

千代川遺跡(21) 千代川町
丹波国府跡関係遺構の確認（奈良時代掘立
柱式建物跡群）、方形周溝墓

現状保存

太田遺跡(2) 薭田野町 太田遺跡の範囲確認

河原林地区 河原林町 遺跡の範囲確認調査

丹波国分寺跡（6） 千歳町
僧房跡基壇（礎石建物・掘立柱建物）・講
堂跡　　　東方礎石建物跡

現状保存

13号墳：6世紀初頭・横穴式石室

14号墳：6世紀初頭・横穴式石室

千代川遺跡（23） 千代川町 弥生時代方形周溝墓、古墳時代竪穴住居 記録保存

丹波国分寺跡（7） 千歳町 寺域東限溝 現状保存

千代川遺跡（22） 千代川町 古墳時代竪穴住居 記録保存

出雲遺跡（2） 千歳町 範囲確認 記録保存

丹波国分寺跡（8） 千歳町 鐘楼跡・梵鐘鋳造遺構

丹波国分寺跡（9） 千歳町 寺域北限の溝

千代川遺跡（24） 千代川町 平安時代掘立柱建物

桜峠18号墳 曽我部町 6世紀末の無袖式横穴式石室

保津車塚古墳 保津町 外護列石、周濠確認 現状保存

余部遺跡（4） 余部町 弥生時代竪穴式住居12基

杉南遺跡 旭町 官衙的遺構（掘立柱建物19棟）

丹波国分寺跡（10） 千歳町 東築地状遺構を57mにわたり検出

池尻廃寺（3） 馬路町 範囲確認

3

4

記録保存

5

現状保存

6

千代川遺跡(19)

9

現状保存

記録保存

記録保存

10 現状保存

千代川町

7

8

北ノ庄13・14号墳 千代川町 14号墳現状保存

記録保存
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調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

千代川遺跡（25） 千代川町 溝・土坑墓 記録保存

坊主塚古墳 馬路町 造出し、二重周濠確認 現状保存

杉北遺跡（1・2） 旭町 6世紀の竪穴式住居7基

井手遺跡 本梅町 範囲確認

西加舎遺跡 本梅町 範囲確認

丹波国分寺跡（11） 千歳町 東面築地及び側溝

池尻廃寺（4） 馬路町 金堂跡瓦積基壇

東加舎遺跡 本梅町 範囲確認

西加舎遺跡 本梅町 範囲確認

千代川遺跡（26） 千代川町 弥生時代溝・土坑

坊主塚古墳 馬路町 二重周濠 現状保存

時塚遺跡 馬路町 範囲確認

杉北遺跡（4） 旭町 中世の掘立柱建物

池尻遺跡 馬路町 範囲確認

杉北遺跡（3） 旭町 中世の掘立柱建物

桝塚古墳（1） 篠町 葺石・周濠

池尻廃寺（5） 馬路町 寺域西限・南限の区画溝

杉北遺跡（6） 旭町 記録保存

丹波国分寺跡（12） 千歳町 寺域北限・東限築地、僧房基壇

丹波国分寺跡（13） 千歳町 寺域西限築地及び両側溝

丹波国分寺（14） 千歳町 経蔵跡 現状保存

杉北遺跡（8） 旭町 範囲確認

里遺跡（1） 旭町 範囲確認、弥生時代竪穴式住居

山階遺跡（1） 旭町 範囲確認、弥生時代竪穴式住居

丹波国分寺跡（15） 千歳町 寺域北限築地内側溝、北面築地両側溝

千歳車塚古墳（1） 千歳町 二重周濠、中堤造出し、

池尻廃寺（6） 馬路町 寺域東限築地

丹波亀山城跡（5） 古世町 武家屋敷跡 記録保存

丹波国分寺跡（17） 千歳町 寺域西限及び北限築地

丹波国分寺跡（16） 千歳町 講堂跡基壇・仏地と僧地を区画する築地

山階遺跡（2・3） 旭町 範囲確認、弥生時代竪穴式住居

里遺跡（7） 旭町 範囲確認、古墳時代竪穴式住居

医王谷遺跡 下矢田町 範囲確認

蔵垣内遺跡（2） 千歳町 範囲確認、古墳時代竪穴式住居

出雲遺跡（3） 千歳町 範囲確認

12

現状保存

現状保存

13

記録保存

現状保存

平成10

記録保存

11

現状保存

記録保存

記録保存

14

現状保存

記録保存

15 記録保存
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調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

三日市遺跡（5） 馬路町 範囲確認 記録保存

丹波国分寺跡（18） 千歳町 金堂跡基壇北辺 現状保存

丹波国分寺跡（19） 千歳町 南門跡基壇、塔跡基壇 現状保存

池尻遺跡（4） 馬路町 範囲確認

時塚遺跡（4） 馬路町 範囲確認

坊主塚古墳（4） 馬路町 範囲確認

天神塚古墳（1） 馬路町 範囲確認

池尻廃寺（7） 馬路町 範囲確認

三日市遺跡（7） 馬路町 範囲確認

池尻遺跡（6） 馬路町 範囲確認

出雲遺跡（5） 千歳町 範囲確認

時塚遺跡（9） 千歳町 範囲確認

車塚遺跡（6） 千歳町 範囲確認

千歳町

河原林町

蔵垣内遺跡（3） 千歳町 範囲確認

桝塚古墳（2） 篠町 範囲確認

丹波国分寺（20） 千歳町 仏地、僧地を区画する築地 現状保存

蔵垣内遺跡（5） 千歳町

出雲遺跡（8） 千歳町

池尻遺跡（11・13） 馬路町 範囲確認

池尻廃寺 馬路町 範囲確認、東限築地

蔵垣内遺跡（９） 千歳町 竪穴式住居跡（弥生時代）・中期古墳

出雲遺跡（８） 千歳町 土坑（弥生時代）・中期古墳

出雲遺跡（９） 千歳町 土坑（弥生時代）等

佐伯遺跡（２） 薭田野町 範囲確認 現状保存

出雲遺跡（１０） 千歳町 竪穴式住居跡（古墳時代）

出雲遺跡（１２） 千歳町 土坑（鎌倉時代）

出雲遺跡（１３） 千歳町 竪穴式住居跡（古墳時代）

出雲遺跡（１４） 千歳町 竪穴式住居跡（弥生時代）

出雲武式古墳 千歳町 前期古墳

佐伯遺跡（３） 薭田野町 範囲確認

篠窯業生産遺跡群 篠町 分布調査

余部遺跡（９） 余部町 方形周溝墓・中期古墳 記録保存

佐伯遺跡 薭田野町 範囲確認 現状保存

16

記録保存

現状保存

記録保存

三日市遺跡（8） 範囲確認

平成15

20

17
記録保存

18
記録保存

19

記録保存

現状保存

― 132 ―


